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17:00～19:00
開 催

(金)

第３回

参加費
単月参加 10,000円/回(税別)
※上記金額は1名分の料金です。
参加費につきましては、お申込み後請求書を
送付させて頂きます。

テーマ “地域連携・地域支援に向けた求めらえる情報共有”

TKP博多駅前シティセンター カンファレンスルーム6
(福岡市博多区博多駅前3-2-1 日本生命博多駅前ビル8F）

17：00～19：00

株式会社 Kaeマネジメント

会 場

主 催

時 間 定 員 20名

2022年度調剤報酬改定まで8カ月となりました。改定内容案(いわゆる短冊)が2月に発表されることを考えると
残り半年のカウントダウンの開始です。2025年地域包括ケアシステムの構築に向けた薬局づくり、そして2035
年までを見据えた患者のための薬局ビジョンの具現化が進められていきます。オンライン診療・服薬指導などの
規制改革も並行に進んでいく中、求められる薬局・薬剤師の姿はどこにあるのでしょうか。

近年の調剤報酬改定を振り返り皆さんはどのようなイメージがあるでしょうか。「門前の景色を変える」とい
う当時の厚生労働大臣の発言から5年が過ぎました。3度の改定を迎えた今日、薬局数は当時よりも多い60,000
軒となっています。さらには「蟻の一決」となった規制改革により敷地内薬局が毎月のように公募する時代を迎
えています。団塊の世代が後期高齢者入りを迎える「2022年危機」に係る大きな意味のある「2022年度改定」
は果たしてどういう結果になるのでしょうか。

新型コロナウイルス感染症拡大による2020年度の医療費は例年より1兆円削減されたというデータが出てきま
した。7月7日に始まった中央社会保険医療協議会では、受診抑制による減収の補填を診療基本料に載せるように
要望し、支払い側と大きな議論をしています。収まらない感染症、止められない助成金、自粛の中開催されるオ
リンピックによる予期せぬ税収、10月には財務省から例年のごとく怒涛の調剤医療費削減への提案が待っていま
す。私たちにできることは、国が示す「求められる薬局」に向かって歩みを止めないこと、ただ一つです。今回
は今後も重要度が増す医療情報の共有をテーマに取り上げ、4月に向けた準備を始めたいと思います。

薬局経営研究会では、薬局経営に関するトレンドを整理して皆様に提供させていただきます。その後、参加者
の皆さまとの意見交換を通し課題の明確化、解決の糸口を探求します。

2時間という短い時間、だけどもとても濃い時間。薬局経営を真剣に考える時間をご提供します。



お問い合わせ
株式会社Kaeマネジメント
連絡先 TEL:03-5829-6659 E-mail :seminar@kae-management.com

お申込み 「薬局経営研究会in福岡」 FAX 03-5829-6679
氏名

貴社名

ご住所 〒

電話番号

連絡先E-mail

参加日程 □ ８月２０日

懇親会参加 懇親会の開催は自粛いたします。

駒形 公大
株式会社Ｋａｅマネジメント
代表取締役
2025年戦略推進本部長

大学卒業後、ベンチャーキャピタルに入社。社長秘書
として新規事業立ち上げ支援などに従事。2010年に
㈱Kaeマネジメントに入社。医薬品価格交渉や、財務
コンサルティングを担当。中小企業の再生支援に従事。
2012年より政策担当として、厚生労働省や各政策審
議会等を傍聴。業界紙等には掲載されない生の情報を
提供。独自の戦略構築により、基本料特例解除など多
数達成。大手チェーン薬局幹部や、介護関係者、医師
と幅広いい人脈を持ち精力的に活動をする。Kaeの情
報はココから始まる。2020年４月より代表取締役。

NPO法人金融検定協会認定
中小企業事業再生マネージャー

研究会開催日

第1回 ４ 月１６日 (金)

第２回 ６ 月１８日 (金)

第３回 ８ 月２０日 (金)

※福岡会場の開催は、隔月を予定しており

ます。今後お申込状況、参加者のご意向を

確認した上で、毎月開催を検討をしたいと

思います。

参加者募集

業界の変化を理解し、旧態依然からの脱皮が必要です。

「60,000軒」という一つの大きな壁について考えなくてはいけません。日本の国土、人口減少という
背景に小売業の出店は60,000軒が限界なのかもしれません。すでにドラッグストアが調剤事業に参入
し、処方箋を多く応需しています。時代は「奪い合い」の時代です。地域連携薬局の要件から「対物業
務」がメインの薬局構造の限界も見えてきました。院外処方せんの受け皿として医薬分業のインフラ整
備だった時代が終焉を迎え、地域包括ケアシステムに向けた「機能」が求められる時代が始まっていま
す。

ICT技術の革新が目まぐるしいなか10年後の薬局はどうなっているのでしょうか。業界の大きな流れ、
大手企業の取組を知り、地域におけるオンリー１戦略を一緒に考えませんか。薬局経営研究会は変化を
感じ、「変わりたい」と思う経営者のよりどころです。皆様のご参加を心よりお待ちしております。

tel:03-5829-6659
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